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2 全集 9巻、31 頁。
3 全集 9 巻、13 頁、アスキラスの話について言う「たゞ不幸にして、今日では彼の楽天方面が伝わって
居ら無い。それは劇の後尾が失わはたからである 。。」
4 雨宮栄一 『青春の賀川豊彦 、新教出版社、2003 年、133 頁、括弧は筆者。、 』
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る。土肥昭夫 「日本キリスト教史における賀川豊彦の位置と役割 『賀川豊彦研究 、第 11 号（5 月、 」、 』
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ほんとうにみじめな人間です。だれがこの死の、からだから、私を救い出してくれるのでしょう
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、、、、、、、、、、、
31 頁、傍点は筆者。
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すなわちちょうど上述の人間の「本姓・生まれながらの偏向性 （ ）と｢環境・境」 Nature
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た い え い
その過程の目的、いわゆる「自己完成」を説明する 「進化とは凡て、独爾自存の世界に。
近づいて行くことを云ふのである。それで、より自由なる世界に這い入ると云ふことは、
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68 全集 3 巻、389 頁。
69 傍点は賀川の言葉である。






反対（殺人、憎悪など 、②力の衰退（無気力、無能力など 、③変化の問題（化石化、） ）
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るのである 「私は物質がどうして出来たかを知らない （略）宇宙の組み立ては永遠に。 。
71 全集 4 巻、63 頁。
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疑問として残るであらう 。 また「目をさませ、私の魂よ、物質の神秘と、その不思議」
71
な幕明きに注意せよ！おゝ、私に取って、世界は至高の芸術の連続であり、不断の黙示で
ある 。」
物質の源が分からないが、賀川にとって物質そのものが悪でないことを断言する 「私は。
72
物質そのものを悪だとするものには賛成が出来ないのである 。」
興味深いのは、賀川が、物質（とりわけ人間の体）に宿りまた様々な非倫理的な行為
につながる衝動を如何に考えるかである。極端にいえば、いろいろな苦痛や苦悩を可能に
する物質の存在とその必要性を如何に説明するかということである。賀川は次の言葉でも
って弁解しようとするが、突き詰めれば、なぜ地球があるのかという単純な疑問にぶつか
ってしまうだけである 「肉は動く為めである。永遠に休息を知らざる尊き霊の表現せら。
れたる動きを肉と云ふのだ。肉を離れて霊の地上に働く道がない 」 それはともあれ。
73
「善と悪について」という問答形式になっている章では、賀川は物質的な生命、また倫理
的な生命を妨げるものが全て悪だと規定するである。
賀川の晩年の大著である『宇宙の目的 （1958 年）では悪を集中的に扱う分量が甚だ』
少ない。しかし賀川の一生の悪研究の最後の洞察である以上それなりの意義があるであろ
う。本書の特徴は自然科学の優位性と賀川の達観である。悪の起源は「宇宙目的に到達し
得ないことから起こる」と言い 「選択の条件に微細の故障が起こる結果」で説明する。、
また賀川は悪を人間の意識の進化に連動し、その意識が進化する程、悪が深まるという。
また「人生の矛盾を感じる率が深くなる 。 とても関心を惹くことに、生涯を貫いて楽」
74
天主義者であった賀川は、原水爆という更なる人類の存続をはなはだ脅かす発明が進めら
れた事態の中で、世界観を見直さなければならないという切迫感の下に、かつて徹底的だ
った楽天観に、ある種の疑義を差し挟むように思われる 「 宇宙の）出発目的の幕開き。（
も美しく開き、途中の幕間も非常に希望のもてるものであるだけに、宇宙は悪の勝利する
ところだと即断することは、宇宙意志に対してすまないことだと思う 」 最後に本書で。
75
は賀川の神化論（ ）が繰り返されるのである。いわゆる人間が悪に完全に打勝ち、theosis
神と対等の立場を占める。対等の立場を占めるだけではなく、実際に神になる、あるいは
合一するという表現が賀川に使われている。しかしその予言はあくまでも一つの予言・渇
望に過ぎないことを忘れてはいけない 。
76
88
アジア・キリスト教・多元性
Ⅲ．結びに代えて
以上をもって、アジアと宗教的多元性の文脈を念頭に置きながら、賀川の思想におけ
る悪概念を少しばかり明確にした。賀川は東洋人であり、始めには仏教、後にキリスト教
の信奉者であったことが、彼の思想を本誌の題材とする出発点である。また賀川は単なる
キリスト教の信奉者だけでなく、全世界を活動の舞台とした聖職者でもあった。彼の宗教
観は、大正期の 13 年間を別にして、総じて排他的宗教の潮流に比べてとても進歩的かつ
寛大的であった。それゆえに、賀川の思想の多くは理解されずまた受け入れられなかった
と思われる。だが近年、日本に限らず 「賀川豊彦」という名と彼の思想並びに活動が再、
評価されつつあることが分かる。論者の考えるところでは、賀川の宗教思想には様々な意
味での多元性を見いだすことができ、そこには現代および未来へと向けた手がかりが潜ん
でいるのではないだろうか。
（ 京都大学大学院文学研究科キリスト教学専修修士課程）STIG Lindberg
